
西原古墳群
Ｋ５ 

－粕川工業団地造成に係る
埋蔵文化財発掘調査報告書一一

１９８５ 

群馬県勢多郡粕川村教育委員会



序文

粕川村におきましては，昭和57年より県営圃場整備事業

に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。そ

の間，数多くの貴重な遺跡が調査されるとともに，そこか

ら出土した遺物は，膨大な量に及んでおります。わたくし

共はこれらの貴重なる先祖からのメッセージを如何に後世

に伝え，今日のわたくし共の生活に如何に反映し，活用し

ていくのかが今後のわたくし共の大きな課題であると考え

ております。

今回ここに報告する「西原古墳群」は，粕川村の活性化

を計るという目的で工場の誘致を行った東京ＬＣ赤城工

場の建設に先立つ粕川工業団地の造成に伴う発掘調査とし

て粕川村教育委員会が調査を実施したものです。調査では

15基からなる古墳群や古墳時代の住居跡等が検出されてい

ます。そして，さらに今回の調査において最も相応しい発

見として古代の製鉄に拘わる木炭窯が検出されたことをあ

げることができます。このことは，ここの地が古代におい

て工業地帯であった可能性を非常に強く示唆しており，そ

の地に再び今，工業団地ができるというのはこの地域の持

つ特性というか個性のようなものということができるのか

もしれません。このことこそ古代と現在を繋ぐ－つの細い

糸であるのかもしれないのです。

本報告書の刊行に際して，発掘調査から整理に到るまで

の間，県文化財保護課を始め県企業局，村当局の物心両面

にわたっての御指導，御協力に対し厚くお礼申し上げ，こ

の調査報告書が多くの方々に有効に活用されることを念じ

序といたします。

昭和60年３月１０日

粕川村教育委員会

教育長金井久雄



例 ロ

本書は昭和59年度粕川工業団地造成区域内に係る埋蔵文化財の発掘報告書である。

本報告の遺跡は西原古墳群とⅡ平称する。遺跡略称はＫ５である。

遺跡は群馬県勢多郡粕川村深津字西原1887-8番地他に所在する。

発掘調査は群馬県企業局の委託を受けて粕Ⅱ|村教育委員会が直営で実施した。

調査は昭和59年３月２日より７月１０日まで実施した。

本遺跡からの出土資料は総て粕川村教育委員会の管理の元で保管している。

調査は粕)'１村教育委員会社会教育係文化財担当の小島純一が担当し，調査員として竹内寛の協力を得た。

又，調査参加者は下記のとおりである。

天田民男石橋十三三大)'|富作笠原磯寿金子金三郎北爪義美光山厳小竹松太郎定方永伯

正田五郎須藤重沖須藤仁一瀬戸徳三武石長太郎田村富太郎中里太市長瀬信吉根岸利久根

岸英雄深沢正作船戸金治船戸正三松村静三郎松村昌宣宮田孝_諸星岩男

石川紀恵小沢富江‘恩田ハツノ須藤みち常見みね子長瀬トモ長瀬久子中野ヒロ子船戸たけ

八坂てる

遺物の整理及び本書の作成にあたっては下記の者があたった。

編集小島純一

本文執筆III-二２のみ竹内寛が執筆し，他は小島による。

図版作成笠原嘉子鈴木幸子中島あぐり古沢てい子笠原仁史大塚義久㈱側研

写真撮影遺構写真は小島と竹内があたり，遺物写真については，竹内と中央航業株式会社武田勉

による。

本遺跡の調査から本書の作成にわたって下記の方々から御指導、御助言を賜った。

記して感謝の意を表します。

赤山容造石塚久則井上唯雄内田憲治梅沢重昭柿沼恵介坂爪久純

鹿田雄三能登健前原豊右島和夫山下歳信
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凡例

Ｌ各遺構の実測図の縮尺は下記のとおりである。

全体図………ｌ／1500,古墳墳丘図………ｌ／120（但しＦ－ｌ号墳のみｌ／240)，石室図………ｌ／40,

住居跡………ｌ／60,竃平面図………ｌ／30,土鵬………ｌ／60,木炭窯………ｌ／１２０

２．遺物の実測図の縮尺は下記のとおりである。

埴輪………１／４，土器………１／３（但し，須恵器の大甕はｌ／６，縄文土器７／１０）

鉄器………ｌ／２（但し，直刀のみl／４）

３．スクリントーンの使用は図に凡例がない限り次のようである。

住居平面図………;i蕊議篝各断面図………Ｂ軽石蕊蝋霧
焼土 地山〃クノＩ
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２．士層断面（北より）
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３．ＨＨ－１号住全景（西より）

４．土層断面（南より）
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１．１，Ｆ区全景（南より）
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１．１－３号墳全景（南より）

２．石室部全景（閉塞除去前）

３．石室部開口状況（北よ')）

４．前庭部正面

５．閉塞状況

ＰＬ、７

１．１－４号墳全景（南より）

２．石室部正面

H１ 



６．３，４号木炭窯土層断面

７．４号木炭窯全景（西より）

８．４号木炭窯土層断面

ＰＬｌ４ 

Ｆ－１号墳出土遺物

ＰＬ１５ 

Ｆ－ｌ号墳，Ｆ－３号噴出土遺物

ＰＬｌ６ 

Ｆ－ｌ号墳出土遺物

ＰＬｌ７ 

Ｆ－２号墳，３号墳，４号墳，５号墳，１－２号

噴出±遺物

ＰＬｌ８ 

１－３号墳，Ｄ－１号墳，Ｅ－１号噴出土遺物

ＰＬ１９ 

古墳出土の鉄器

ＰＬ２０ 

古墳出土の鉄器

ＰＬ２１ 

ＩＨ－１号住，２号住，ＨＨ－１号住居出土遺物

ＰＬ２２ 

ＨＨ－２号住，３号住，Ｃ区土雛，Ｉ区出土遺物

付表目次

１
２
３
 

表
表
表

付
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付

土器観察表

土層観察表

鉄器類計測表
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Ｉ発掘調査の経緯

検出されたことから調査経費等についての契約変更

を行いこれに対･処した。
（１）発掘調査に至るまで

本報告の西原古墳群が所在する粕川村大字深津字

西原“後原地区は村の土地利用計画のなかで工業地

域に指定されている。その為，昭和54年頃より工場

の進出が臨んに行われてきている。しかしこの地

区は戦前より文化財の多い地域として周知きれ，特

に，今回開発対象となった地区は，明治１０年，時

の深津村戸長が県に提出した｢上野国勢多1111深津村」

村誌や岩沢正作により昭和６年に発行された雑誌

「毛野第２号」などにおいても，この地に古墳が多

く存在していることが記救きれている。特に｢毛野」

では，この西原の地に７，８基の古墳が群在してい

たことを記している。又，「深津村誌｣には，この西

原，後原地区の西を流下する「束神沢川」によって

開析された谷を当時「タタラ沢」と呼んでいたこと

が記きれている。このことは，この地に古代の製鉄

跡の存在を予想させている。

粕川村教育委員会では工場の進出などの開発行為

の実施にたいしては事前に文化財の有無を確認する

とともに，適切な保存の方法を開発者との間で協議

してきた。過去，２社がこの地に工場の新設を行っ

たが，いずれの場合にも開発者の協力のもとに工事

により直接破壊を受ける埋蔵文化財についての発掘

調査を実施している。今回の「粕川工業団地」建設

にさいしても，教育委員会は数回にわたって村長部

局との交渉を重ねてきた。ちょうど教育委員会では

58年度より村内の遺跡詳細分布調査を実施中であり，

その成果は村長部局との交渉に対して貴重な資料と

なった。

その結果，昭和59年３月から建設予定地域に対す

る試掘調査を実施し，その結果をまって本調査に入

るということで合意した。ここに昭和59年３月１日

付けをもって，粕川村教育委員会と企業からのオー

ダーメイド方式により「粕)||工業団地」を造成する

こととなった群馬県企業局との間で工業団地造成区

域内埋蔵文化財に係る発掘調査委託協定が締結され，

調査に入ることになった。

調査対象面積は67,000m'，内，調査を必要とした

面積は２２，０００ｍ’であった。途中，予想以_ﾄに遺榊が

（２）発掘調査の経過
調査は最初，昭和59年３月２日から1箇月の予定

で試掘調査に着手することとした。造成敷地内に国

家座標第Ⅸ系，Ｘ＝44500,Ｙ＝-57200を基準とし

てlOOm方''１Aを－単位とする大グリットを設定，それ

をそれぞれをＡ，Ｂ，Ｃと呼称することとした。こ

の大グリットに対し地形に沿って20ｍごとに幅２ｍ

の試掘灘を設定し，これを大型重機と人力によって

開けていった。その結果Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｈ，Ｉの

各区に遺榊が集中していることが明らかになった。

本調査は４月２日より開始，これらの区を中心とし

て表土剥ぎを行った。又，遺構の検出漏れを防ぐ為，

20ｍごとに設定した試掘溝の間にさらに細かに重機

よる試掘満を打っていった。

発掘調査はＦ，Ｉ区から開始した。特にＩ区の南

西端部については，怖雨にそなえて最初に排水槽を

造っておきたいという工事Ｉ１１Ｉの要望もあり，この部

分にあたる古墳１基，住居跡２軒の調査を先行して

実施した。その後，Ｆ区，Ｅ区と調査を順次進行さ

せていった。（第１表）

今回の調査によって検出された遺構は古墳15基

(前方後円墳1基を含む)，住居跡5粁（古墳時代前期

２軒，平安時代311if)，土坑1基，浅間Ｂ軽石下の木

炭窯４基，時期不明の溝１条，であった。

調査は７月１０日まで行なった。要した日数はｌＯＯ

Ｈ，参加人員は延1744人であった。

なお，発掘調査に関する事務局の組織は下記のと

おりである。

金井久雄粕川村教育委員会教育長

田島敏男同事務局長（59年７月転出）

笠原清同事務局長（59年７月着任）

坂本実同社会教育係長

小林進同主事

発掘調査の組織は下記のとおりである。

小島純一教育委員会社会教育主事

（発掘調査担当）

竹内寛同嘱託

１ 
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Ⅱ西原古墳群の位置と周辺の遺跡

部は前橘Tb教育委員会が調森を実施し，弥生後期の

住居跡３１'１１２を検出した西大室遺跡群昭和57年度調査

遺跡Ｃ地点にまで､及んでいるものと考えられる。又，
註４

束神沢川を挾んで西の台地｣二先端にはやは')前橋市

教育委員会によって調査きれた西大室遺跡群昭和５６

年度調査遺跡などが存在している。
註５

以｣このように西原古墳群を取')巻く周辺の遺跡の

在り方は古墳群と集落が緊密に有機的な関係を持っ

て存在していたと考えられる。

この地域はさらに，古墳群研究の上ばか')ではな

く，弥生後期から古墳時代前期に到る問題を明らか

にする」二でも重要な地域でもあり，すでに調査の終

了した遺跡の一日で､も迎い内容の公表が待たれると

ころである。

（１）遺跡の位置

西原古墳群は粕川村の西南部，大字深津字西原18

87番地他に所在する。

粕川村を東西に横切る県道大胡・桐生線を束から

村の繁華街を抜けると道が下り込みながら大きく右

に曲')，再び上りになる箇所がある。西原古墳群の

所在する台地はここから始ま')，緩やかにlIii斜しな

がら南西方向に延びている，赤城山の泥流を基盤と

する洪積台地である。途'１１，この台地は南北に走る

県道深津・伊勢崎線に横断され，ざらに南に延びて

前橋市四大室町との境にあたる広い平皿、に落ちて

いる。

この台地の束には石'11)||，西には束神沢Ⅱ|が流れ

ている。特に西を流れる束神沢１１|は西の深津セツ石

の台地との間に深い谷を刻んでいる。そこを地元で

は「タタラ沢」と呼称している。

「常|]1遺跡群・西大室遺跡群・清LlL南部遺跡群」

l980前橋市教育委員会

「嵩|H遺跡群・西大室遺跡群」ｌ９８０前橋市教育委

註１

（２）周辺の遺跡 貝会

「四人塞占墳群11」198l前橋市教育委員会

１１州１５４．５６年度粕)||村教育委員会調査

「四大茎遺跡群」１９８３前僑巾教育委員会

註ｌ参照
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西原古墳群の周辺には58年度から当教育委員会で

実施している村内遺跡詳細分布調査や近年の圃場整

備事業に係る発掘調査などにより多くの遺跡が検出

されている。

ここでは，西原古墳群を取り巻く古墳群と|司期の

遺跡について概観することとする。

まず，西原古墳群の束の台地上には「上毛古墳総

覧」に８基が記載されている近戸・聖天古墳群が位

置している。束の台地上には前橋市教育委貝会によ

って５基の古墳が調査されたセツ石古墳群が存在し
註’

ている。さらに，南には大室の前・中・後の三前方

後円墳を中心とした大室古墳群や１１基の円形周満墓

と８基の円墳が調査された止繩リ|遺跡が位置してい
註２

るなど，古墳群の密集地j帯といえよう。

当訪期の集落についても桂Ⅱ|や神沢)||などによる

沖積地を背景にしてか，弥生時代後期からの遺跡が

多く存在している。

西原古墳群と同一台地_'二の先端部には弥生後期か

ら古墳時代中期にかけての遺跡である西原・後原遺
註３

跡があり，この遺跡の範ｌＺ１はさらに南まて､延びて－

３ 
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Ⅲ検出された遺構と遺物

'よ僅かにくびれが認められる。周堀の上１幅は平均4ｍ，

下|幅平均１２ｍを測る。深さはほぼ一定して掘られて

おり，旧表土面より０．８ｍを測る。古墳全体が南東

方向に緩やかに傾斜する旧地形を巧みに利用してい

るために周堀の底面は後円部と前方部とで2.8ｍも

の比高差を生じている。

古墳墳丘の構築は古墳南西部分の後円部について

のみ旧地形を僅かに削り出して成形している。墳丘

に対する盛土は前方部の－部に認められたにすぎな

かった。

本墳には葺石は認められないが，後円部北側にお

ける円筒埴輪列の－部と石室入口北側からは「帽子

を被った男子」や「盾」などの形象埴輪が検出され

ｌ古墳群の調査

（１）Ｆ－１号墳

位置発掘区のほぼ中央に位置している。Ｆ区

とＥ区の２区にまたがっている。この古墳の南には

Ｆ－２号墳，Ｆ－３号墳が近接して存在している。

墳丘本古墳群中唯一の帆立貝式前方後円墳で

ある。後円部は東北側が突出した不整形な円形を呈

する。周堀を含めた主軸長は34.4ｍを測る。後円部

中心部において主軸と直角方向に交わる軸長は34ｍ

を測る。主軸方向はＮ－６０ＬＷを示す。

周堀の全体の形状は墳丘と合致し，東北部がやや

張出している。又，前方部と後円部との〈ぴれ部で
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灰色，内面は淡褐色を呈する。

墳丘からは埴輪類が多く検出されている。

円筒埴輪は非常に多く検出されているが，完形に

復することができたのは僅かに１点のみであった。

器高33.25cm，口径18.3cm，底径１１．５cmを測る小型の

ものである。

突帯は２段のものが一般的である。透孔はほとん

ど円形であり，半円形のものは見とめられない。

外面調整の刷毛には荒い物と細かい物の２種類が

みられる。

朝顔形の円筒埴輪はみとめられない。

形象埴輪は，人物２，馬１，器材埴輪として，丸

鞆１，鶏２，靭２，太刀４，盾３，家ｌの合計１６個

体の埴輪を少なくとも識別することができた。（注）

人物1（第９図ｌ）は帽子を被った男子像である。

ている。

主体部後円部のほぼ中央部に主軸方向Ｓ－３７こ

Ｗで開口する袖無形横穴式石室である。石室は地山

面を掘削した「掘り方」の中に敷設されている。石

室の石は後世の撹乱によりほとんど抜き取られてい

るが，僅かに入口部付近の壁石の根石が確認されて

いる。石材は安山岩の割石を使用している。村内北

部に所在する月田古墳群などの古墳で使用されてい

る完全に角が磨耗している転石とは全く異なってい

る。又，使用されている石材の大きさは他の古墳の

それと比べると格段の違いがあり大きい。

玄室と羨道との境には人頭大の円礫を３石使用し

て枢石としている。石の上には３段に石を小口に積

み，入口との間に小石を詰めた閉塞が残っていた。

この閉塞部の玄室に面した面は非常によく揃えられ

ていた・

石室の主軸長は確認ができる

長さで6.66ｍ，枢石から入口部

までの長さは２．１２ｍ，石室の１幅

は入口部で0.94ｍ,枢部分で１３２

ｍ，玄室部中央で156ｍを測る。

玄室床面には敷石は認められ

ず，小円礫が敷かれていた。

出土遺物石室内は撹乱が著

しく，形象埴輪の破片などが破

砕された石と共に撹乱土中から

多く検出されている。床面から

は精査の結果，直刀１振，刀子

片ｌ，鉄雛21,が検出できた。

しかし，いずれも残存状態は非

常に不良であり，その出土状態

も原位置を保っていたものとは

考えがたい。

石室正面の周堀埋士からは須

恵器の提瓶ｌ個体が出土してい

る。胴上半部にカキ目を施し，

環状の把手を肩部に一対貼付し

た痕跡が確認できる。全休に器

壁は厚くぽってりしている。焼

成は悪く，胎土には砂が多く混

入きれている。色調は外面は暗

２ 
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胴下半部と左腕とを欠損している。頬の部分には赤

色塗彩の跡がみとめられる。焼成，胎土とも良好。

他の人物埴輪は頸飾りの一部や頭部の一部であり，

全体の形状を知り得るものはない｡(第９図２～７）

馬（第９図8,12)は足と鈴だけであるが，足は現存

高38cm，底径10.4cmを測りかなl)大型のものと推定

される。

鞆（第１０図ｌ）は凸帯から下の台部と先端部を欠

失している。現存する身部の高さ17.9cm，径16.6ｃｍ

を測る。鶏，靭，太刀はいずれも破片である。

盾（第11図）は胎土などから少なくとも３個体は

存在したものと推定できる。いずれも表面には細い

沈線による鋸歯文が描かれている。

家（第９図14）は本墳と周堀を接するＦ－２号墳

‘宅''鍵讓讓鑿iliiiil蕊：
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の周堀内に，転落した状態で検出されたものである。

破片の屈曲や中央に走る凸帯，方形と円形の透孔な

どから推定して母屋の四柱の部分と考えられる。

太刀（第１０図４～１０）は４個体を識別できる。い

ずれも，勾鉄部分や三輪玉の一部である。

鶏（第10図13～１５）は２個体を識別できる。

靭（第１０図11,12）はｌ個体と考えられる。５本

の矢を負っている。

以上の埴輪群は原位置を留めているものは僅かで

あるが，第１２図に示すような配列を推定複元するこ

とができる。人物ｌと盾及び人物の破片が石室右脇

墳丘屈'''1部付近に集中している。

(註）埴輪の識別にあたっては梅沢重昭，石塚久}!Ｉの両

氏の御教示によるところが大きい記して感謝の意

を表したい。
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考えられる鱗に－部を切られている。

墳丘周堀を含めた直径が23ｍ程の円墳である。

石室入口部の前には深さ，､４ｍを測る楕円形の前庭

状遺構を設けている。この前庭状の堀込み埋土上層

からは浅間Ｂ軽石の純層が検出できた。

（２）Ｆ－２号墳

位置Ｆ－１号墳の南東に近接して存在して

いる。又，西にはＦ－３号墳，北にはＦ－５号墳が存

在している。本墳の周堀部の北側は中近世のものと
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こではＦ－ｌ号墳に伴うものとして扱っている。

主体部後世の撹乱により石室の大部分の石は抜

かれていた。僅かに床面の敷石と枢石とが残ってい

たにすぎない。敷石の上には小石混りの砂が敷かれ

ていた。

石室は地山まで棚')込んだ「掘り方」内にその板

石を置いている。

石室の精査の結果，壁石根石の据え方を確認する

ことができた。これにより，石室の概略の形と大き

周堀は平均上幅４ｍ，下|幅２ｍをilIlll)，北側では

深さ１ｍを測り，しっかりと掘られている。しかし

周堀は全周せず，前庭状遺構の手前で切れている。

又，Ｆ－ｌ号墳の周堀と接する部分では，本墳の周

堀がＦ－ｌ号墳の周堀を避けていることが確認でき

た。

本墳には葺石や埴輪の樹立は認められなかった。

ただ，周堀北側のＦ－ｌ号墳と接する部分からは形

象埴輪の一部と考えられる破片や円筒埴輪の破片が

数片検出されているが，これらの遺物についてはこ ざを把握することができた。
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主jIjlll方向はＳ－ｌ６ＬＥ，主軸長4.41ｍ，羨道部長

2.18ｍ，玄室部幅2.18ｍ，羨道部幅（枢部）0.66ｍ，

を測る，玄門を持った両袖形横穴式石室が想定され

る。

枢石は偏平な石を横置きにしている。

石室入口部左には前庭部の一部と考えられる石積

みが残っていた。

出土遺物前庭状の堀込み埋土内より長頸瓶が，

前庭状遺構底面部分から鉄族１点が出土している。

又，石室内より鉄釘1点が検出できた。

（３）Ｆ－３号墳

位置Ｆ－ｌ号墳の南側に近接し，Ｆ－４号墳

の北側に位置している。ちょうどＦ－１号，４号墳

の２古墳に挾まれるような位置にある。

墳丘直径１７ｍ程の円墳と考えられる。周堀は

全周せずに古墳東側で切れている。周堀の形状も不

均一であり，深さも浅い所で0.4ｍ，深い所で0.8ｍ

と一定していない。

石室前には前庭が付設され，それに伴う不整円形

の落ち込みも検出きれている。前庭右側はよく形を

留めていたが，左側はほとんど残っていなかった。

周堀，前庭内の埋土上層からは浅間Ｂ軽石が検出

きれている。

埴輪の配列や葺石はない。

主体部本古墳群の中では比較的残存状態の良い

石室であった。しかし，それでも残っているのは根

石とその上に積まれた１，２段の石である。

石室は「掘り方」を持つ安山岩割石の乱石積によ

る両袖型の横穴式石室であり，石室前には前庭を付・

設している。

主軸方向はＳ－２６ｏ－Ｗである。

石室全長は４．１６ｍを測る。

玄室は長き２．２３，，幅1.25ｍを測る。奥壁は一石

橘成を意図したのであろうが，側壁との間が開いて

しまった為，大小の円礫によって隙間を充填してい

る。床面には敷石がなされている。玄室と羨道との

境には一石を縦位構成にした玄門が付設されてい

る。しかし，枢石は存在しなかった。

羨道は長さ１６１，，１幅0.64ｍを測る。羨道入口に

は閉塞石が３段残存しており，玄門部との間を,｣､石

混じりの砂土によって充填していた。

前庭は人頭大の石を３段に積んだものである。しか

し，それは石垣状に石と石とを積み上げるのではな

く，むしろ旧表土に埋め込んだような状態であった。

前庭袖部は緩やかな弧を描いている。

出土遺物前庭より土師器の坏が２点，前庭西脇

の周堀底面より須恵器の提瓶が出土している。

坏は２点出土しているがいずれも小型のものであ

る。口縁部に僅かに陵を有するものと口縁端部が内

湾するものとがある。
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人物埴輪は'帽子を被った男子と考えられる。造'）

は非常に雑であり，胎土も精選きれていない。帽子

の部分は荒い刷毛目を施し，頭頂より沈線で放射状

に８分割し，その中を交互に赤色塗彩を施している。

又，顔面にも赤色塗彩の痕跡が残っている。

この人物埴輪は同じような出土状態を示す鞆がＦ

－１号噴出土の破片と接合し，ほぼ完形に復したこ

とを考慮し，なをかつ本墳石室の形態等の特徴を加

味するなら，鞆と同様にＦ－ｌ号墳に伴ったものと

するのが妥当かと思われる。

提瓶は口縁部を欠損しているが他はほとんど完形

である。器面全体にカキ目が施されているが裏面の

それは表面のカキ目に比べ非常に荒い。又，裏面の

平坦面はカキ目調整の後に撫で消しを行っている。

頚部には沈線を一条巡らし，その下に荒い櫛描きの

波状文を施している。この提瓶はＦ－１号噴出士の

それと比べると，焼き，胎土ともに優れている。

石室内からは金環が３個出土している。

この他，前庭部埋土上面から人物埴輪の顔の一部

と鞆の一部が検出されている。
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下幅0.58ｍを測る。周堀西部には深さ1.6ｍを測る特

に深い箇所がある。ここには周堀の他の箇所と同様

Ｂ軽石が理土中に認められた。調査当初は土壌との

切り合いを考えていたが，セクションを検討した結

果，本墳の周堀の一部として考えた方が妥当だとい

う結論に達した。

石室入口部前には円形に掘られた前庭状遺構が付

設されている。

（４）Ｆ－４号墳

位置Ｆ－３号墳の南に位置する。Ｆ区の古墳

中最も南に位置している。

墳丘直径21ｍの円墳である。全体の形は上

下に潰れた不整円形を呈する。周堀は全周するが南

東部は浅く不明確である。周堀の|幅は一定せず広い

所で上|幅4.40ｍ，下幅3.85ｍ，狭い所で上幅2.1ｍ，
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埴輪の樹立や葺石は認められなかった。

主体部羨道の大部分の石は抜かれているが，

「掘り方」を持った両袖型の横穴式石室と考えられ

る。根石にやや大ぶりの石を用い，その上に人頭大

よりやや大きめの石の小口を出して積んでいる。

主軸方向はＳ－５ＬＷを示す。

石室の主]Ijlll長は4.83ｍ，玄室は長さ2.94ｍ，’'1Fi１．

３０ｍを測る。奥壁は下に２石，その上に１石の計３

石で構成されており，大きく玄室側に内価している。

床面には小円礫が敷かれていた。しかし，奥壁部か

ら右壁にかけては敷石は確認されなかった。玄室と

羨道との境には玄門が設置されている。石を横位に

据えて数石で織成したものと考えられる。羨道は長

さ１８９，，１１１局0.61ｍをｉｌＩｌｌる。僅かに入口部の根石が

残っていた。

ところで，この石室の床面を中央よ')断ち割った

ところ，ちょうど敷石の欠落していた部分の下部０

４ｍ程の所に敷石を検出したのである。この敷石の面

より刀子（第23図ｌ）や鉄雛（第24図ｌ）が出土し

た。しかも石室展開図で明らかのように左壁の根石

と右壁のそれとが上面の床面を境にしてちょうど板

石lIfl分の上下差を持っていることが明らかになっ

た。これは，石室断ち割り調査の結果などから，す

でに「掘り方」を掘る段階から上下差を持つよう意

図きれたものと考えられる。

出土遺物前庭状遺構理土中より小型の坏３点が

出土している。又，石室内からは太刀２振，責金具

４点（内２点は金銅装),金環２点，鉄雛などが検出

されている。
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用されていた。

羨道は長さ１．２５，，１幅0.61ｍを測る。調査当初に

は僅かではあるが閉塞石の一部が残っていた。

出土遺物前庭状遺構埋土中より須恵器の長頸瓶

と土師器の坏が２点，石室内より刀子の破片が出土

している。

長頸瓶は頚部は肩部から鋭角に立上がり，緩やか

に外反しながら口縁部に至るが，途中沈線によって

僅かの段を有している。口縁部は僅かに外反する。

肩部には陵を有し胴部に至っている。底部には大

きく外方に張り出た高台を有している。高台端部に

は陵を有している。

坏は小形のもので口縁部が緩やかに内湾しながら

（５）Ｆ－５号墳

位置Ｆ－１号墳の東に位置している。現況の

道路によって－部を切断されている。

墳丘直径12ｍの円墳である。周堀は西側に検

出されたのみである。たぶん全周していなかったも

のと思われる。周堀は上幅１．６，，下幅0.72ｍを測り

深ざは０．２ｍと極めて浅い。石室部前には深さ１ｍ

の不整円形を呈する前庭状遺構が付設されている。

主体部「掘り方」を持った両袖型横穴式石室で

あり，安山岩の自然石による乱石積である。

主軸方向はＳ－８ＬＥ，主軸長は3.48ｍを測る。

玄室は長さ２．２３，，幅1,22ｍを測る。奥壁は逆三

角形状の石を裾ている為，側壁との間に隙間を生じ

ている。その為人頭大の石をそこに補填している。

奥壁は80．程の角度で内傾している。床面には地山の

上に小円礫が敷かれていた。羨道部との境には玄門

と枢石が設置されている。玄門は石を横位に据，確

認し得たもので３石で構成されていた。枢石は細長

い石２石を横位に使用していた。その内1石は石室

で使用されている安山岩とは異なり，チャートが使

立ち上がるものである。
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（６）１－１号墳

位置発掘調査地区の最南端に位置していた。

北へ約80ｍ程の距離に１－２，３，４号墳が位置し

ていた。又，調査区域外ではあるが南20ｍ程の位

置に古墳として認定できる高まりが存在している。

墳丘前庭状遺構から周堀外縁まで,,､70mを測

る円墳である。周掘は全周せず，前庭状遺構の手前

で途切れている。西側は撹乱により確認できなかっ

た。周堀は上幅1.20ｍ，下幅0.8ｍを測る。しかし，

深ざは均一には掘られていない。

葺石や埴輪の樹立はない。

主体部本古墳群中最も残存状態の良好な石室で

あった。「掘り方｣を有する安山岩の自然石乱石積の

横穴式石室である。石積の状態は粗雑であり所々に

大きな隙間が有る。

主軸方向はＳ－１２ＬＷを示す。主軸長は2.6ｍ，

石室中央幅1.3ｍ，入口幅1.0ｍを測る。

玄室の床面には敷石が敷かれていた。奥壁は一石

で構成きれている。

石室入口部には，調査当初，閉塞の状態が良く残

っていた。閉塞は20～30cmの石を入口部では小口を

見せて積んでいた。又，入口部にはちょうど「掘り

方」の部分を被覆するように石積みが見られた。

前庭状遺構は直径3.8ｍの不整円形を呈するが他

の古墳のそれと比べるとかなりしっかりと掘られて

おり底面も平坦に整地されている。

本石室の特徴は玄室と羨道を明瞭に区分する施設

を有せず，袖無型の石室に似ていることである。し

かし，平面形の上で僅かに玄室部にあたる所から脹

らみを持っていることが指摘できることから，所謂

終末期古墳の特徴を示す「胴張り」を持つ石室の範

中に入るものであろう。

出土遺物は全く検出されなかった。
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石室は「掘り方」を有する安山岩自然石の乱石積

による両袖型の横穴式石室である。用材は本古墳群

内の他の石室に比べ小さな石を使用している。又，

石室裏込めに白色粘土を用いていたことは特記され

よう。

主ｊｌｉｌＩ１方向はＳ－ｌ８廷Ｗ，主jliIl1長は3.92ｍを測る。

玄室は長さ2.20ｍ，｜幅1.22ｍをｉ１１１る。床面には敷

石が敷かれていた。羨道との境には玄門が付設され

ているが右壁のそれは不明瞭である。しかし，玄室

の右壁は１－１号墳に見られたような緩やかな胴張

を持っている。反面，左壁は直線的であり，３石で

織成された玄門を付設している。

羨道は長さ１．７２，，幅0.64ｍを測る。

石室入口部には前庭状遺構が付設されている。

（７）１－２号墳

位置Ｆ－４号墳の南に位置し，西に１－３号

墳が近接して存在している。束には１－４号墳が位

置している。

墳丘１５ｍ程の円墳になるものと考えられる。

最初，周堀の形状がはっきりせず，周堀埋土上層に

Ｂ軽石が確認できたことによってかろうじて周堀を

追うことができた。したがって周堀の形状や墳丘は

非常に不定形であり，周堀などは東側においては大

きく張り出している。

主体部奥壁と大部分の側壁は除去されており，

僅かに側壁の根石と羨道部側壁の一部が確認された

にすぎない。
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出土遺物石室内より刀子片２点が検出されてい

る。又，前庭状遺構理土中より土師器の坏７点，須

恵器のフラスコ形の長頸瓶１点と大型護１点が出土

している。フラスコ形長頸瓶は胎土は精選され，焼

成も堅致であり，器表面には自然釉が降っている。

大型甕は器高48.6cm，口径30.2cm，胴部径51.2cm，

外面は格子風，内面は同心円状の叩きで整形されて

いる。

（８）１－３号墳

位置１－２号墳の西側に近接している。

墳丘周堀を含めた主軸方向の長さ18.43ｍ，

主llilllに直交方向の長さ16.97ｍを測るが周堀を除い

た墳丘だけの規模は主jlilll方向１０．８ｍ，主軸に直交方

向13.8ｍを測る南北に潰れた円形を呈する円墳であ

る。

周堀の掘り方も不定形であり，石室北側の周堀は

大きく脹らんでいる。このように周堀の形状が不均

一であり，しかも大きく脹らむような箇所を有する

古墳が本古墳群には顕著である。Ｆ－４，１－２，

Ａ－１号墳などがそれである。

本墳からは葺石や埴輪は検出されなかった。

主体部「掘り方」を有する安山岩自然石による

乱石積の両袖型横穴式石室である。本古墳群の中に

あっては比較的良く残っていた石室である。

石室の主軸方向はＳ－３ＬＷ，長き3.40ｍ，を測

る。

玄室は長き181ｍ，｜幅1.18ｍを測る。奥壁は大き

な石と小さな石３石の４石で構成されている。羨道

との境には玄門と枢石とが付設されている。玄門は

３石で構成されている。枢石は偏平な円礫２石を用

いている。床面には敷石がみとめられるが，それも

右壁よりの半分のみであ')残りの左壁よりには小円

礫がまばらに敷かれていた。しかし，後に床面の半
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を測る台形状を呈している。用材は拳大から人頭大

の礫を用いて，墳丘を削った法面に巧みに張り付け

ている。

前庭部埋土上層には大小の円礫が含まれていた。

出土遺物石室内より刀子３点，鉄釘９点が検出

されている。又，前庭部理土中より須恵器の坏２点，

蓋２点，大型の蓋付坏１点，蓋付の短頸壺1点，長

頸壷１点，土師器の坏２点が検出されている。この

うち，短頸壺は胴部中央に焼成後穿孔による孔があ

けられている。

裁を実施したところ左壁よりの現床面下10cmのとこ

ろより敷石が検出された。これは第37図でみるよう

に「掘り方」の段階ですでに床而が平らに整形され

ていないことを示している。このような現象はＦ－

４号墳にも共通する。

羨道は長さ1.59ｍ，｜幅0.72ｍをi1lllる。羨道入口に

は閉塞の状態が観察できた。この閉塞は入口部より

前に一石を並べ置き，そこに一石を横位に置いて閉

塞としている。ちょうど羨道部が入口線より前に突

き出るような形になっている。

入口部前には前庭遺構が良く残っていた。規模及

び形状は奥行２．７，，幅は入口部で2.4ｍ、前で4.4ｍ
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（９）１－４号墳

伽位置１－２号墳の東50ｍのところに位置して

いた。

墳丘ほとんど削平され周堀の形状も明瞭では

ないが直径１０ｍ程の円墳になるものと考えられる。

周堀は前庭状遣織から続く西側の一部と東北の一

部が確認できたにすぎない。

葺石や埴輪はない。

主体部後世の撹乱によりほとんどの石を抜かれ

ていたが「掘り方」を有する安山岩自然石による乱

石積の袖無型横穴式石室が推定される。

主軸方向はＳ－５ｏ－Ｗを示す。

石室は全長2.56ｍ，｜幅0.66ｍを測る小型のもので

ある。奥壁は一石職成，床面には礫等は敷かれてい

なかった。ただ，偏平石二石を用いた枢石が置かれ

ていた。当然，玄門は存在しないが入口部には細長

い石を縦位置に用いた羨門状のものが見られる。

出土遺物は全く検出されなかった。

Ｏパの『

－￣～ 

、

Ｚ 

鰯
ＯＤＳソ

０ 4ｍ 

トーーョョー戸司計

第40図１－４号墳墳丘図

G6jLlf 
1５６．０ １ ０ 

］
の
①
。
○

］
、
①
。
○

］
の
①
。
○

』
□
の
。
○

露
江）

、_一

霊'七

。

● 
､T~、ここ 〃

、｢￣可

Ｕ |力

］
の
①
。
。

］
、
①
。
Ｃ

ｌ
 

］
、
の
。
○

桿
切
の
。
○

〔JJj司壱“
０．９９１ 

ifrjiiiiiPil〔 ０ 1ｍ 

￣t￣ 

4０ 



主体部「掘り方」を有する安山岩の自然石乱石

積による両袖型横穴式石室である。

主jlilll方向はＳ－３３２－Ｗ，長さ4.40ｍを測る。

玄室は長さ2.60ｍ，ll1Fil50mをi1lllる。左右の壁は

僅かではあるが緩い弧を描いている。床面は敷石が

施されているが，精査の結果，上下２枚の面を確認

することができた。奥壁は一石構成であるが，壁と

の間にできた隙間には大小の円礫を充填している。

羨道との境には羨門が付設されているが左壁のそれ

は撹乱によって除去されている。枢石はない。

羨道は長さ180ｍ，llFiO､83ｍを測る。入口部に向

かって緩やかに広がっている。

石室入口前には前庭状遺構が付設されている。

出土遺物石室内より直刀がｌ振検出されている。

(１０）Ａ－１号墳

位置発掘対象区域の西端部に位置しており，

すぐ南にはＤ－ｌ号墳が近接して存在している。

墳丘東西方向18.97ｍ，南北方向16.37ｍを1111り

る円墳である。

周堀は全周せず南東部分で切れている。又，規模

も一定していない。特に東側では上|幅3.50ｍ，下幅

Ｌ２４ｍ，深さ２１０ｍをi11llる土擴状に極端に広がる箇

所がある。ここの埋土の状態は周堀の他の箇所のそ

れと全く同一であり，前後の切り合いを想定するこ

とはできない。このような状態はＦ－４号墳にも見

られた土擴状落ち込みの状況に共通している。

葺石や埴輪は検出されなかった。
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(11）Ｄ－１号墳

位置発掘対象地区の西端部に位置する。Ａ－

ｌ号墳が北に近接して位置し，南にはＤ－２号墳が

存在している。

墳丘規模は南北方向の長さ16.36ｍ，東西方

向で17.31ｍを測る円墳である｡周堀は全周せず僅か

に南西隅で切れている。周堀は上幅Ｌ６７ｍ，下|幅0.3

ｍと比較的均一に掘られている。

石室前には平面形が台形を呈する前庭状の掘り込

みが良く残っている。

主体部ほとんど側壁は除去されていたが，羨門

を含めた羨道部の根石と床面の敷石が残存していた。

又，石の柵え方が良く残っていた為，石室の形状を

想定することができた。

石室は「掘り方」を有する安山岩自然石による乱
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出土遺物石室内より直刀ｌ振，それに附属する

と考えられる刀装金具類４点，金環１点が検出され

た。前庭部からは須恵器の大型甕１点，高台付坏１

点，土師器の坏1点が検出された。

大型嚢は高さ45.8cm，口径25.1cm，胴部径44.6ｃｍ

をｉｌｌ'|るものであり，口縁部は折り返し口縁状を呈す

る｡器面特に内面は非常に荒れている｡外面調整は平

行叩きの上に指撫でが施されている。

石積の両袖型横穴式石室であると考えられる。

主Iljlll方向はＳ－３とＷを示し，主iilll長は4.30ｍをi1Illる。

玄室は長さ２．５ｍ，｜幅１．５ｍを測る。左右の壁は僅

かに胴張りを有するものと思われる。奥壁部分も緩い

弧を描く。羨道との境には玄門と３石からなる枢石

が置かれている。羨門は数石で構成されるものと思

われる。羨道は長さ1.80,,幅０．７ｍを測る。右壁は

緩やかな弧を描くが左壁は直線的である。
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(12）Ｄ－２号墳

位置発掘対象地区の西端部に位置する。Ｄ－

ｌ号墳の南東部にあたる。

墳丘直径８ｍを測る小型の円墳である。周堀

は全周せず西側では途切れている。周堀は上,幅１ｍ，

下幅０．５ｍを測り，深さも０．２ｍ前後と浅い。石室前

には直径３ｍ，深さ０．６ｍ程の円形を呈する前庭状遣

椛が付設されている。

主体部袖無型横穴式石室である。明瞭な「掘り

方」を有しない。したがって裏込め等の処置も施さ

れない。むしろ，石の使い方などからは小礫郭と言

った方が適切かもしれない。

主軸方向はＳ－５とＷを示す。

石室の全長は２．５，，１幅0.55ｍ，羨道は不明瞭で

るが枢石と考えられる２石が置かれている為，そ

より前を羨道部として捉えられよう。

遺物は全く検出できなかった。
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円礫が敷かれていた。奥壁は３石で構成されている。

羨道との境には玄門が付設されている。

羨道は碓認し得た長さで0.94ｍと極端に短く，幅

は0.77ｍをi1lllる。

出土遺物石室内より刀子５点,鉄錐２点,刀装金

具’点が検出きれている。又，前庭部からは還元炎

焼成による土師質の坏1点が検出されている。底部

(13）Ｅ－１号墳

位置Ａ，Ｄ区とＦ，Ｉ区との間に単独で存在

していた。北西方向約50ｍにはＥ－２号墳が位置し

ている。

墳丘石室の北側にのみ周堀を巡らすものであ

Ｉ)，南北方向で1181ｍをi1111る。周堀は上ll1iTi2､15ｍ，

下１幅１．１３ｍをi11lll)，深さも０．８ｍとしっかりと掘られ

ている。

石室の前には前庭状の掘り込みが認められる。

主体部「掘り方」を有する安山岩自然石の乱石

積による両袖型横穴式石室である。

主軸方向はＳ－２ＬＷ，長さは2.91ｍをi1ll1る。

玄室は長さ1.97ｍ，｜幅1.38ｍを測り，床而には小

は手持ちの箆削りである。
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(14）Ｅ－２号壇
－－ 

￣ 

位置南にＥ－ｌ号墳，東20ｍのところにはＦ

－１号墳が位置している。

墳丘石室の北側にのみ周堀を巡らすものであ

る。南北の長さ１４．８ｍを測る。周堀は上|幅2.62ｍ，

下''1,0.6ｍ，深さ０．４ｍを測る。周堀内埋土上面には

浅間Ｂ軽石の純層が見られた。

石室前には直径5.4ｍを測る前庭状の円形を呈する

掘り込みが存在する。

主体部本古墳群中，１－１号墳とならんで残存

状態の良好な古墳で､ある。

石室は「掘り方」を有する安山岩自然石の乱石積に

よる両袖型横穴式石室である。主軸方向はほぼ座標

北を示し1illl長は3.07ｍを測る。

玄室は長さ196,,幅1.17ｍを測り，右壁は緩や

かな弧を描くが，左壁はあまり顕著ではない。奥壁

は１石構成であり，床面には敷石が施される。床面

は奥壁に向かってやや狭くなる。羨道との境には玄

門が付・設されている。

羨道は長き1.38ｍ，｜幅0.72ｍを測る。羨道部の両

壁はどちらも緩やかな弧を描いている。

出土遺物は全く検出されなかった。
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(15）Ｂ－１号墳

位置発堀対象区域の北端部に位置している。

50ｍ程南にＥ－２号墳が存在している。

墳丘北側に巡る周堀とかろうじて残った根石

の一部で古墳ということが判明した。

墳丘の規模は南北の主軸方向の長さで8.40ｍを測

る。

葺石や埴輪は全く検出されなかった。

主体部撹乱が激しく不明瞭であるが石の抜かれ

た後の据え方や周堀などの位置から想定して主ｊｌｉｌｌ１方

向はＳ－７ＬＥを示すものと思われる。石室の主jlilll

長は約２．０，，１幅1.0ｍを測る。一部の床面には小円

礫による補石が確認できた。入口部分には拳大の小

円礫による前庭状の石組がみとめられるとともに浅

間Ｂ軽石の純層が埋土上層に堆積した円形の落ち込

みを検出し得た。

ＰｑｉｄＷ 
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２．住居跡の調査 （１）ｌＨ－１号住

日

発掘調査地区の南端に位置している。

ＩＨ－２号住と近接している。

平面形は隅丸長方形を呈する。

規模は長軸長4.34ｍ，短軸長3.70ｍ

をｉ１１ｌｌ１)，長llilll方向はＮ－４０とＥを示す。

壁高は確認面から0.8ｍを111'１１)かなり深

い。

床面は柔らかく不明瞭である。ただ

床面に接して炭化材が多く検出された。

住居跡の中央やや西よりには1石を

据えた地床炉が検出されている。又，

南東の隅には一辺0.5ｍ，深さ０．５ｍの

方形の土擴が在り，貯蔵穴と考えられ

0ｍる゜

出土遺物（第63図）は住居跡埋士内

に掘られた土轆内出土の墨書の有る坏

１点（第63図）を除いて総て床面直上

からの出土である。

ｌは小型壷である。器高13.1cm，口

径10.35cmをil111る。

やや下脹れの胴部に頚部から「〈の

字」に屈曲する口縁部を有する。

整形はほぼ器面全面に箆による磨き

が施されている。

ノ
ノ
⑭

、
額

ＩＮＢＩ 

◎ 

;｡:･魂･･｡｡｡｡｡･･･｡･･･・
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２は小型壷である．器高12.1cm,口径８５cmをi11llる。

球形のⅢ部にやや受口状の口縁部を有する。胴部

には焼成前穿孔による小孔を有している。

整形はⅢ部は縦方向の篦磨き，口縁部は撫でが顕

著て､ある。

３は碗である。器高６cm，口径12.1cm、底径4.25

ｃｍをｉｌ１Ｉる。

やや小さな底部から内湾ぎみに立ち上がり口縁部

に至る。

整形は全面に横位の箆磨きが施されている。

４は小型器台である。器高８．８cm，器受部の口径

8.3cm，脚部の底径12.3cmを測る。

器受部には段を有し，脚部は直線的に「ハの字」

に開き，３孔を有する。

整形は脚部には縦方向の箆撫で，口縁部及び裾部

には横撫でが施されている。

５は台付甕の脚部と考えられ，底径8.8cmをiMllる。

以上の出土遺物及び住居の形態より考えて本住居

跡は古墳時代前期に位置付けることができよう。

（２）ｌＨ－２号住

ＩＨ－ｌ号住の北東に|嫌接して位置している。

平面形はＩＨ－ｌ号住と同様に隅丸長方形を呈す

る。

規模は長jljll1長4.0ｍ,短jlill1長3.50ｍをｉｌｌＩｌ)，長軸方

向はＮ-60二Ｅを示す。壁高は確認面より０．５ｍを

測る。

床面は柔らかく不明瞭である。中央やや西よりに

は地床炉が設けられている。又，南東ＩＭＩには不整円

形の士城が掘られている。

出土遺物は少なく，小型器台の脚部の破片と土協

中より'１，型の砥石の出土を見ている。（第65図）

小型器台は４孔を有し，大きくラッパ状に開く脚

部になるものと推定きれる。

本住勝跡もＩＨ－ｌ号住と同様に古墳時代前期に

属するものと考えられる。

靴

ノ Ｕ 
ｌｌ 

ハ）

i~、－－－－一一一＝－コ

１ 

凪凪
０ｍ 

rｌ 

Ｕ 

第65図ＩＨ－２号住居趾出土過物
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発掘対･象区の南西部，西を流れる束神沢川に面

した急斜面に占地している。ほぼ同時期と考えら

れる３軒の住居跡が南北に並んで検出された。

ＨＨ－ｌ号住は最も北，斜面の最上位に位置す

る住居である。

平面形は東西に長い長方形を呈し，東壁中央に

は竈を有している。

規模は長軸長4.50ｍ，短靴長3.24ｍを測る。主

lIjlll方向は，ほぼ真東，Ｎ－９０ｏ－Ｅを示す。

竈内埋土には焼土などの焼けた痕跡は検出され

なかった。焚き口及び袖の部分には割石を用いて

いる。

出土遺物は須恵器の坏２点，土師器坏３点が検

出されている。土師器坏の内，1点には「芝」の

（３）ＨＨ－１号住
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３'１if並列した南，最も低位に位置している。

平面形は東西に長い長方形を呈し，束壁中央

には竈を有している。

規模は長Ililll長4.04ｍ，短軸長2.84ｍを11111る。

主軸方向はＮ－１００ｏ－Ｅを示す。

竈は焚き口部に石を用い，鳥居状に組んだも

のであり，焚き口部は住居の壁に付いた状態で

造られているが竈本体は大きく住居跡の外に張

り出している。焚き口部からは嚢（第７図４）

が出土している。

出土遺物は総て土師器であり，坏２点，小型

台付･饗１点，護１点が検出きれた。小型台付甕

及び嚢は頚部から口縁部にかけて「．の字」形

に屈曲を持つものである。

（４）ＨＨ－２号住居跡

EP， 

［P， 

、

SPz SP1 

:三７７’
二二二ＺＬ－－－Ｚｌｎ 

Ｏ 

２ 

第69図ＨＨ－２号住居趾平面図
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（５）ＨＨ－３号住居跡

ＨＨ－ｌ号住の南に近接している。

平面形は東西に長い長方形を呈し，束壁やや

南よりに竈を有している。

規模は長llllll長416ｍ，短軸長3.30ｍを側|)，

主Illll方向はＮ－８０ｏ－Ｅを示す。

竈は焚き口部，本体共に割jrmを用いて構築さ

れている。焚き口部は鳥居状に石を組み、煙道部

には偏平な石を用い天井としている。ただ,ちょう

ど焚き口部には護を架ける為の隙間が設けられ、

火床面には礫を用いた支脚が設置きれていた。

出土遺物は総て土師器である。坏３点，饗１

点が検出きれている。

坏は２点に墨書が認められ，一つには「長」

と「中」，他には「門」の文字が判読できる。

饗は脈間｢．の字｣状の口縁を有するものである。

以上，ＨＨ－ｌ号住から３号住は出土遺物や住

居世吐に認められる浅間Ｂ軽石の堆積状態などか

ら，ほぼ同時期の所産と考えられる。すなわち、

平安時代前期，９世紀前半代に比定きれようか。

、、Ｃ
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３．その他の遺構と遺物

（１）Ｃ区円形土拡

発掘対象区域の東端，東向きの斜面に位置する。

直径3.6ｍ，深さ２．１ｍをi1lllる円形の士城である。

土壌は２段掘りになっており，底面には直径０．７ｍ

の円形の穴がさらに掘り込まれている。Ⅲこし上層に

はＢ軽打が含まれ，下底面からは土師器の坏１点と

焼土塊が検出された。同様な形態の士鵬は村内の白

藤遺跡や稲荷111遺跡などて､検出されている。！ 
（２）｜区古墳前庭部出土の縄文土器

Ｉ区の古墳前庭部出土の遺物を検討していく中で

縄文時代草創期の撚糸文土器が５片硴認て､きた。

いずれも'二1唇部が1111厚するものである。

ｌはl｣唇端部にＬＲの純文，Iliil部にはＲの撚糸文

が施されている。焼成は良好，胎土も良く精選され，

長石が顕著で鬮ある。色調赤褐色。

２は'二|唇部及び胴部にＲの撚糸文が施されている。

焼成，胎二上ともに良好。色調赤褐色。

３は口唇部及び胴部にＬの撚})糸か。焼成，胎二上

ともに良好。色調１炎褐色。

４はllliil部にのみＲの撚糸文が施きれる。焼成，胎

士ともに良好。色調赤褐色。

５は111部にのみＲの撚糸文。焼成，胎土ともに良

好。色調亦褐色。

第75図ＨＨ－３号住居illillIﾆﾋ遺物（２）
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互いに切り合関係を有している。平面形は１，２号

窯とは異なり，比較的，窯体の１幅に変化を持たない

先の丸い長方形を呈する。

全長11.60ｍ、１幅は焼成部中央で148ｍ、焚き口部

で0.8ｍ,前室部で1.22ｍをi1lllる。主軸方向はＮ－４５．

－Ｅを示す。

窯壁は内湾し，赤く焼けていた。

煙道に相当する施設は検出されなかった。

本窯は土層断面（第82図）で明らかなように４号

窯にその一部を切られている。

（３）Ｈ区の木炭窯

発掘区の西南部、１－３号墳の20ｍ西に位置する。

西を流れる東神沢川に面して斜面が急になるその落

ちぎわに４基の木炭窯が存在した。窯体はローム層

を掘り込んだ地下式のものである。

1号窯

４基の内最も東に位置している。平面形は入口部

から奥に向かって緩やかに脹らみ、先端が太くなる

昆棒状を呈している。途中，焚き口部と推定される

箇所では窯休の１幅が狭まり，括れ部を持つ。

全長7.60,,1幅は焼成部中央で170ｍ，最も狭ま

くなる焚き口部で0.78ｍをi11llる。主ljlll方向はＮ-28°

－Ｅを示す。窯壁は大きく内湾し赤く焼けていた。

煙道は先端部東壁を僅かに掘り窪めて煙道として

いるが，調査中にここから多くの石やスサ入り粘土

の塊が検出されている。このことは，後述する２号

窯に見ることのできる竈の焚き口状の榊造を有した

ものが取り付けられてたのではないかと推定きれる。

窯体埋土最上層にはＢ軽石の純層が確認できる。

しかし窯の天井部と考えられる赤く焼けたローム

塊は土層断面及び発掘中の所見では確認されなかっ

た。

４号窯

１号窯と３号窯との間に検出された。１，４号の

各窯とは互いに切り合い関係を有している。平面形

は１，２号窯に近く，先端部に向かって脹らむ昆棒

状を呈する。

現存長は9.10ｍ，｜幅は焼成部中央で1.67ｍを測る。

主軸方向はＮ－９４ＬＥを示す。

窯壁はあまり内湾せずに立ち上がり，やは')よく

焼けて赤化している。

煙道は先端部南壁にトンネル状に縦坑が開けられ

ている。

本窯は３号窯の一部を切り，１号窯にその先端部

の一部を切られている。

2号窯
以上のことよりＨ区で検出された４基の木炭窯は

１，３，４号窯における切り合い関係，１，２号窯

における形態的共通性や埋土に確認されるＢ軽石な

どから本遺跡における木炭窯の形態的変遷と年代的

な下限を１１１'えることができた。

すなわち，３号窯→４号窯→１，２号窯という時

間的変遷が層位的に明らかであり，時間的に新しく

なるにつれて窯体の長さが短くなるとともに煙道部

に新たな施設を設けるという形態的な変遷が想定き

れる。時間的にはＢ軽石降下前，平安時代後半には

このような形態的変遷をすでに完了したものと考え

られよう。

1号窯の西に並んで検出された。平面形はほとん

ど１号窯と変らない。

全長9.80,,1幅は焼成部中央で1.67ｍ，焚き口部

で0.76ｍをi11llる。主軸方向はＮ－ｌｌ二Ｅを示す。

窯壁は内湾し，赤く焼けていた。

煙道はただトンネル状に窯体から外に坑を開ける

のではなく，窯体からの煙出部には第79図に見るよ

うに石とスサ入り粘土を用いて鳥居状に石を組合せ，

竈の焚き口状に造られた排煙施設を設けている。

窯体埋土最上層にはＢ軽石の純層が確認できる。

しかし，１号窯と同様に窯体天井部は確認できなか

った。ただ灰層などから２号窯は少なくとも２回に

わたって木炭の焼成を行ったことが推ｉｌｌ'|できる。

３号窯

1号窯と２号窯との間に検出きれた。４号窯とは
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Ⅳ調査の意義と問題点

表も迫っている。その中で上記のような課題に対し

何らかの答が出るものと期待される。

注l能登健，小島敦子，内田憲淌他「新里村の遺跡」

１９８４ 

（１）古墳群の調査

粕)||村ではこれまでに月田古墳群，膳・白藤古墳

群という県内でも有数な２つの古墳群の調査を実施

してきた。ここで報告した西原古墳群はそれらに次

ぐ古墳群の調査である。

西原古墳群は，既に昭和の初年にはその存在が知

られていたが，どうしたわけか昭和１０年の「上毛古

墳総覧」には１基も記載されていない。今回の調査

はこの消された古墳群の再発掘でもあった。

発掘調査では15基の古墳が検出されたが，これに

加えて，今回の調査対象区域外であと２～３基の古

墳の存在が確認できる。総数１８基程の古墳からなる

群集墳として１足えられよう。

これらの古墳は袖無型横穴式石室を主体部として

人物や器材などの形象埴輪群を持った帆立貝式の前

方後円墳であるＦ－ｌ号墳を初現として６世紀中葉

から７世紀にかけて作られていったものと考えられ

る。

ところで同じ粕Ⅱ|村内にあり，西原古墳群の北西

約４kmに位置する月田古墳群は６世紀中葉に構築さ

れたと考えられる鏡手塚古墳，地蔵塚古墳などの帆

立貝式古墳や唯一の前方後円墳である月田二子塚な

どを中心として６世紀後半代から７世紀代に展開き

れた古墳群であり，５０基程の古墳からなっている。

このような古墳の形成過程及び内容は，古墳群の規

模の大小の差はあるが西原古墳群のそれとよく類似

している。しかし，これらの古墳群を形成する為の

背景すなわち周辺における集落や生産域の存在を考

えた場合この２者の古墳群の間には現在のところ大

きな差が存在している。それは，西原古墳群がその

背後に弥生時代後半から開始され,奈良･平安時代ま

で継続きれる集落つまり伝統集落（能登・小島1984）
注１

を基盤として形成きれた古墳群として捉えられるの

に対して今のところ月田古墳群の周辺にはその成立

の背景となる基盤を見出し得ないのである。この差

が何に起因し，何を示しているのか今後の大きな課

題となるところである。幸い粕川村では遺跡の詳細

分布調査を58年度よ')実施しており，その結果の公

（２）住居跡の調査

古墳時代前期に比定できるもの２軒，平安時代に

属するもの３軒の調査が実施されている。

今回報告地区の南側に位置する西原遺跡，後原遺

跡では弥生時代後期から古墳時代中期にかけての集

落が検出きれている。今回検出された古墳時代前期

の住居跡はこれらの延長としてとらえられよう。

平安時代の住居跡は本遺跡が所在する台地上では

その存在は十分予測できたにもかかわらず今回が初

めての検出例であった。そして，今回検出の住居跡

はその占拠する地形，つまり他に平坦な所が有るの

にもかかわらず急な斜面に住居を構えるという特殊

性が指摘できる。このことは，短絡的かもしれない

が近接して存在する木炭窯との関係を想起させる。

（３）木炭窯の調査

木炭窯は４基が検出されている。

これまで群馬県内では新里村外嬬山遺跡や同村十

三塚遺跡，笠懸村稲荷山遺跡，などで検出されてい

る。

今回の調査で確認した３号窯から１，２号窯に至

変遷はこれらの古代末の木炭窯の型式的な変遷を想

定する好資料となろう。

又，今回の調査で古代末の木炭窯を検出したこと

は，この地に残っている「タタラ沢」という小字名

が古代の製鉄跡の存在を暗示しているのをさらによ

り確実性の高いものとした。

以上，今回調査を実施した区域の中では縄文時代

草創期から平安時代に及ぶ遺物や遺構が検出された。

しかし，検出された遺構は各時代を通してけして同

じ内容のものではない。まず縄文時代草創期に人の

活動の痕跡が認められ，古墳時代前期になって初め

て人の本格的居住が始まる。しかし，６世紀後半か
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ら７世紀にかけては死者の住む奥津城とされ，少な

くとも８世紀の前半まではこの地は人間の生活する

場所として顧みられることはなかったのである。そ

して,平安時代になって,製鉄あるいは炭焼きという

集団によって再び人間の活動が開始されるのである。

しかし，ここが何故，突如として死者の奥津城と

成ってしまうのか？当時の人の生活域はどこだった

のか？何故平安時代に再び人の生活の舞台となるの

かという根本的な質問にたいしては本調査の結果か

らは何も答えることはできない。そしてそれらに答

える為には，周辺のより詳細な遺跡の分布調査や発

掘調査を積み重ねていかなくてはならないだろう。

これらの問いは今後の大きな課題としておきたい。

註２１１１２Ｉ和54年度調査Ｃ軽石で埋る大瀧や古式二Miliや樽

式土器を出土する住居３軒などが検出されている。

註３昭和56年度調査和泉期の住居5111fや繩文中jUlの敷

石住居２軒などが検出されている。

註４新里村教育委員会「十三塚遺跡」１９８２

註５笠懸村教育委員会「笠懸村稲荷山遺跡」１９８０
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付表１土器観察表

7０ 

遺構名 番号 器櫛
法量

口径底径器高
出土位置

①胎土②焼成

③色調④残存率
成形・調整の特徴

Ｆ－１号境 ６－１ 

須恵器

提瓶
頚部径(５．５）
胴部径２２．３

胴部高(１９．５）

石室前方の周

溝内

①砂粒多い

②還元

③暗灰色④％

環状把手を有するものと考えられる。タト面にカキ目，内面

は Ⅲ1転を伴うナデを施す。

Ｆ－２号墳 1５－３ 

須恵器

長頸壷

(13.5） 

頚部径7.4

前庭状遺構

埋土

①精選②還元

③灰色④％
口唇端部は，折返し状を呈する。胴部と頭部との接合部に

は段をもつ。

内外面ともにln1転を伴うナデ。

Ｆ－３号墳

1８－５ 

1８－６ 

1８－７ 

土師器

坏

土師器

坏

須恵器

提瓶

1１．７－３．７ 

11.0－３．４ 

頚部径５．７
胴部径１８．５

胴部高1３．６

周溝内

前庭状遺構

前庭状逝構脇

周溝内

①精選②酸化

③燈色④完形

①'１，礫を含む②酸

化③燈色④完形

①精選②還元
③暗灰色

④口縁部のみ欠

口縁と胴部との境に段をもつ。

口縁部横ナデ，胴部へラナデ，内面ナデ。

外面へラケズリ，口縁端部のみナデ，内面横ナテ

口唇端部は内湾，やや厚みをます゜

頚部に波状文，６－１に比べ全体の形は，まるみを帯びる。
外面，底面は荒いカキ目。」二面は細かなカキ目。頚部接合
部はカキ目の後ナデ。

Ｆ－４号墳

2２－１ 

2２－２ 

2２－３ 

土師器

坏

土師器

坏

土師器

坏

1１．３－３．６ 

１０．６－３．４ 

前庭状遺構

前庭状遺構

前庭状遺構

①砂粒を含む

②酸化③樋色
④％ 

①砂粒を含む

②酸化③椅色
④略

①砂粒を含む

②酸化

③1}高灰色④％

外面口縁部横ナデ，内面横ナデ
胴部へラケズリ

外面口縁部横ナデ，内面横ナデ。

口縁部にわずかに陵

外面口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

Ｆ－５号墳

2９－１ 

2９－２ 

2９－３ 

土師器

坏

土師器

坏

須恵器

長頸壷

1１．６－３．１５ 

1１．３－３．６ 

1０．３１１．７２８．１ 

前庭状遺構

同上

同上

①砂粒を含む

②酸化③擶色

④ほぼ完形

①砂粒を含む

②酸化良好③茶

褐色④ほぼ完形

①精整②環元

③淡灰色④％

外面口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

外面1二I唇部横ナデ，胴部へラによるミガキ状のナデ。
内ilii横ナデ。

外mi口縁部回転を伴うナデ，頚部カキ目，胴上半部ナデ，
胴下半部へラケズリ，内面回転を伴うナデ。

１－２号墳

3５－３ 

3５－４ 

3５－５ 

3５－６ 

3５－７ 

3５－８ 

3５－９ 

35-10 

3５－１１ 

土師器

坏

同上

同上

同上

同上

同上

同上

須恵器

細頸瓶

須恵器

大形察

９．５－３．６ 

(１０．２） 

３．０５ 

(10.7）３．８ 

(12.1）（3.7） 

８．５ 

3０．２４８．６ 

胴部径51.2

同上

同上

l可上

同上

|可上

同上

同上

同上

同上

①砂粒を含む

②酸化③燈色
④％ 

①砂粒を含む

②酸化③褐色

④賂

①砂粒を含む

②酸化③Ilif褐色

④形

①砂粒を含む，

較的精選②酸

化③暗褐色④路

①砂粒を含む

②酸化③'1%褐色

④％ 

①砂粒を含む

②酸化③樋色

④％ 

①砂粒を含む

②酸化③椛色

④％ 

①精整②環元

③緑灰色④％

①小礫を含む

②環元③灰色

④兄

外面1ｺ縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

外面口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

外ini口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内im横ナデ。

外面口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内、i横ナデ。

外illi口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

ﾀﾄiii口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内im横ナデ。

ﾀﾄ而口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内面横ナデ。

口縁部に陵を有する，全体に緑色の'二1然釉がかかる
内iliiln1転を伴うナデ◎ 

｡ 

口縁部は肥厚し，陵を有する。
外ｍｉ格子風の''１１き。

内面同心円のⅡ'１き゜

１－３号墳

39-12 

3９－１３ 

39-14 

須恵器

坏

須恵器

坏

土師器

坏

(１０．６）（３．０） 

15.5（2.95） 

1３．５３．６ 

l可上

l可上

|可上

①小礫を含む

②環元③灰色
④％ 

①鯖選②環元

③灰白色④％

①砂粒を含む

②酸化③枌禍色

④完形

内外miともに|､転を伴うナデ。

底部は糸切りの後，周辺部手持へラケズリ。

内外ｍｉともに回転を伴うナテ。
底部は，回転へラケズリ。

外面1=1縁部横ナデ，胴部へラケズリ。
内iiii横ナデ。



１１１ｔ位，肘
②焼成

ﾊﾂ;④idd存率

ｌ＊11,選

③禍色④.「

砂釉を，，

ｊＭＪＵ３灰色４「

１＊,IljiR2恥几

３１火色４「

ｌＷｌｊｍｌ２酸化

３IＭＬ。
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遺構名 番号 器極
法量

口径底径器高
出土位置

①胎土②焼成

③色調④残存率
成形・調整の特徴

１－３号Ｖｊ

39-15 

39-16 

3９－１７ 

39-18 

3９－１９ 

39-20 

3９－２１ 

39-22 

39-23 

4８－１ 

4８－２ 

4８－３ 

土師器

坏

須恵器

蓋

須恵器

蓋

`須恵器

蓋

須恵器

鉢

須恵器

鉢

須恵器

短頸壷

須恵器

長頸壷

須恵器

台付の

坏

土師器

坏

須恵器

高台付坏

須恵器

大型蕊

1３．１３．８ 

1３．４２．４ 

つまみ径４．６

かえり高０．７

(16.1） 

かえり高０．７

2０．７４．３ 

つまみ径５．８

かえり高１．０

９．１１９．５１３．１ 

高台高２

1２３．１ 

つまみ径４．９

かえI)高１．７

10.05（11.4）１４．１ 

8.0頚部径２．８

９．４３．５ 

1５．６１２．３４．３ 

2５．１４５．８ 

胴部径44.6

前庭状遺構

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

①砂粒を含むが

精選②酸化

③櫛褐色④％

①砂粒を含む

②環元③灰色

④％ 

①精選②環元

③灰白色④％

①桁選②環元

③灰白色④％

①砂粒を含む

②環元③灰白色

④兇

①砂粒を含む

②環元③灰白色

④％ 

①砂粒を含む

②環元③灰色

④％ 

①砂粒を含む

②環元③暗灰色

④頸中のみ

①砂粒を含む

②環元③淡灰色

④％高台部のみ

①精選②酸化

③褐色④％

①砂粒を含む②

環元③灰色④％

①砂粒'１，石を含

む②環元

③灰色④兇

外iHi口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。

内面横ナデ。

底部は平底に近い。

中くぼみのボタン状つまみを持つ。

外面天井部は回転へラケズリ，かえI)部横ナデ。

内面回転横ナデ。

外面天井部上半部回転へラケズリ以下横ナデ。

外面回転を伴う横ナデ。

ボタン状つまみを持つ，外面天井部上半回転へラ

ケズリ。内面天井部ナデ，外周部回転横ナデ。

大きく外方に開く高台を持つ。

外i、口縁～胴上半部横ナデ，胴下半回転へラケズリ。内面
横ナデ，底部回転へラケズリ？

!'Iくぼみのボタン状つまみを有する。天井部は平で一条の

陵を有する。肩部は張り出す。内外面ともに横ナデ。

口縁部は直に立ち上がる，底部には陵を有する高台を持つ

外ｍｉ脚下半肩部まで回転へラケズリ以下回転を伴うナデ。

内ｍｉナデ，胴中央に焼成後の穿孔あI)。

◎ 

内外iiiとも横ナデ。

内外面とも横ナデ。

外ini口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。

内而横ナデ。

内外面横ナデ，底部は回転へラケズリ。

口縁部折返し状を呈する。

外面平行Ⅱ１１きの後，指ナデ。

Ｅ－１号Ⅱ｛ 53-10 

須恵器

坏 1７．２９．０５３．９ 

一括

①精選②酸化

③陪灰褐

④ほぼ定鐸
内外面とも回転を伴う横ナデ。

底部は手持ちへラケズリ。

ＩＨ－ｌ号(］

6３－１ 

6３－２ 

6３－３ 

6３－４ 

6３－５ 

6３－６ 

土Iili器

,I､型壷

土Ｍｉ器

'1､型壷

土Imi器

椀

土師器

′|､型器台

土師器

台付き

蕊の脚

土師器

坏

1０．３５４．９１３．１ 

(8.4）４．３１２．１ 

1２．１４．２５６．０ 

８．０１２．３８．８ 

８．８ 

1４．２７．４６．０５ 

床面

床面

床面

床面

床面

1住内埋土中

土臓出土

①粕選②酸化
③茶禍色④完形

①糖選②酸化

③赤褐色④完形

①粘選②酸化

③茶褐色④％

①桁選②酸化

③茶褐色④完形

①小礫を含む

②酸化③茶褐色

④脚部のみ

①砂粒を含む｡長

石が顕著②酸化

③茶褐色④完形

外面横方1イリヘラミガキ。

内面口辺部へラミガキ，胴部は剥落。

外面口織部横ナデ，頚部縦方|イリヘラミガキ，胴部へラミガ
キ ， 内ilii口縁部横ナデ，頚部一部にへうミガキ

孔有り。

胴部に小

外而へラミガキ。

内面へラミガキ。

外面口縁部横ナデ，接合部から脚上半部縦方向のへラミカ

キ，ＭＩＩ部横ナデ，内面横ナデ。

゛

外面縦方lrUのへラケズリ。

内面ナデ。

台部''１央に'1,孔を有する。器台に転用か？

高台を有する坏

外面口縁部横ナデ，胴部縦方lrj]ヘラケズリ。

内面ナデ，「分」の墨書有り。

ＩＨ－２号住） 6５－１ 

土師器

'Ｍ１器

台脚部 (19.2） 

一括

①砂粒を含む

②醜化③褐色

④脚部のみ光

内外面ともに底部横ナデ。

ＨＨ－１号住隅

６８－１ 

6８－２ 

6８－３ 

6８－４ 

須恵器

坏

須恵器

坏

川揮叩乢｝抑

１下Ⅱ１ 
土

器

Ｉ下：ｊ 
土

1１．９７．３３．２ 

12.3（5.5）３．５ 

1２９．４３．０５ 

1２．７３．４ 

床面

床面

かまど周辺

床面

①'１，礫を多く含

む②環元

③灰色④％

①糀選②環元

③灰色④％

①粘選②酸化

③桁色④完形

①砂粒を含む

②酸化③榿色

④ほぼ完形

外面回転を伴うナデ。

内面〃

底部はln1転糸切り無調整

わずかに底部一段高くなる。内ﾀﾄ面ともに回転を伴うナデ，

底部は，lm1転糸切り無調整。

外面口織部横ナデ，胴部へラケズリ。

内面ナデ，外面黒斑あり。

外面口織部横ナデ，胴部へラケズリ。

内面ナデ



焼成

ｆ】１A④残存率

① 

②酸化③栂

④完形

付表２土層観察表
土坑カマド

１．Ｂ軽石純層１．暗灰褐色土

２．黒褐色土Ｃ軽石及びＦＰを含む。良くし２．黒褐色土
まっている。

３．黒色土Ｃ軽石及びＦＰを含む。良くし３．暗褐色土

まっており，粘性がある。

４．暗褐色土Ｃ軽石及びＦＰを含む ４．暗褐色土

５．暗褐色上多量のローム粒及び，極く少量

の炭化物を含む。ややしまりな５．暗赤褐色土

し。

住居６．暗赤褐色土

１．Ｂ軽石純層

２．黒色土ＦＰを多く含む。Ｃ軽石を含み ７．暗赤褐色土

ややしまっている。 ８．明赤褐色土

３．黒褐色土極く少量のＦＰとＣ軽石を含む

４．黒褐色上３層に較べＣ軽石の量は少なく９．赤褐色土

ＦＰは含まない １０．暗褐色土

５．暗褐色上ローム粒を含み，少量の炭化粒焼土粒

焼土粒を含む。ややしまりなし１１暗褐色土

６．褐色上ロームブロックを多く含み，し１２．褐色土
まりがない

７．暗褐色５屑より黒味が強く，炭化物及１３．褐色土

ぴ少量の焼土粒を含む１４．淡黄褐色土

８．暗灰褐色土砂質土，多量のＢ軽石を含み，

しまりなし１５．暗赤褐色

９．黒褐色上やや砂質味を帯び，Ｃ軽石を含

む １６．褐色土

１０．ローム上 １７．暗褐色土

１１．黒色士ローム粒及びロームブロックを

多く含む１８．暗褐色土

12．黒褐色土１０層より褐色味が強い

１３暗褐色上部分的にロームブロックを含む１９．暗褐色土

が，全体的には暗い。しまりが

あまりない。

木炭窯

１．Ｂ軽石純層

２．黒色土

３．黄褐色土

Ｂ軽石を含む砂質土

Ｃ軽石及び極く少量のＦＰ・焼

土粒を含む

２層に似るが，褐色土を多く含

み，やや明るい

少量の焼土を含み，わずかに粘

`性がある

焼土粒を含む，４層より粘性が

強い

焼土粒及び炭化物を含み，しま

りなし

６層に較べ，焼土粒を多く含む

焼土層，天井あるいは壁の崩落

土，または壁

焼土を含むが，８層より少ない

Ｃ軽石を含む，焼土粒を含まな

い

少量の焼土粒を含む

極く少量の焼土を含む。ややし

まりがある

少量の焼土を含む。やや粘質

ロームブロック及び，極く少量

の焼土を含む。

７層に較べ焼土粒の量が少い゜

ややしまっている。

ローム粒を多く含む

少量のローム粒を含む。ややし

まりがある。

少量の焼土粒を含む。ややしま

りがある

極く少遍の焼土を含む。しまり

なし

ＦＰ．Ｃスコリア混り

ローム層，天井部または側壁部

の崩落土

ローム粒を多く含む

天井部または側壁部の崩落土を

多く含む

５層よりやや暗い

４層に似るが、焼土粒を含む。

焼土層

灰層

ＥＰ．Ｃスコリア混り，２層よ

りもやや明るい

灰層，白色粘土を含む

粘土及び焼土層，最終時床面

焼土層，最終時前床面

ローム土

ローム土，張り床

白色粘土，焼土ブロック，木炭

片等を多く含む

焼土粒，木炭粒を含む

ロームブロック，木炭ブロック

を含む

木炭ブロックを含む

焼土ブロック，ロームブロック

を含む

ロームブロックを多く含む

焼土ブロックを含む

カーボン粒，焼土粒を含む

４．暗茶褐色土

５．暗黄褐色土

明褐色土

暗茶褐色土

赤褐色土

黒色土

淡黒色土

●
●
■
●
■
 

６
７
８
９
ｍ
 

11．暗灰黒色土

12．燈白色土

13．赤褐色土

14．黄褐色土

1５．〃

16．黒色土

17．暗褐色土

18．明褐色士

１９．赤褐色土

20．褐色土

暗茶褐色土

淡黄褐色土

茶褐色土

溝覆土

2１． 

２２． 

２３． 

１
 

Ａ
Ｂ
 

7２ 

遺構名 番号 器械
法量

口径底径器高
出土位置

①胎土②焼成

③色調④残存率
成形・調整の特徴

ＨＨ－ｌ号住居 6８－５ 

土師器

坏 1１．８８．８３．１５ 

床面

①砂粒を含む

②酸化③榿色

④完形

外面口縁部横ナデ，底部にへうケズリ。

内面横ナデ。

底部に「芝」の墨書有I)。

ＨＨ－２号住居

7１－１ 

7１－２ 

7１－３ 

７１－４ 

土師器

坏

土師器

坏

土師器

'１，型台

付甕

土師器

饗

11.6８．８３．１５ 

1１．８８．６５３．２ 

１１．３７．８１５．４ 

1９．６ 

床面

床而

床面

カマド内

①砂粒を含む

②酸化③燈色

④完形

①砂粒を含む

②酸化③榿色

④完形

①砂粒を含む

②酸化③暗褐色

④ほぼ完形

①砂粒を含む

②酸化③暗燈色

④上半部のみ

外面口縁辺のみ横ナデ。

底部へラケズリ。

内面横ナデ。

外面口縁部横ナデ，胴部は無調整。

底部へラケズリ。

内面横ナデ。

外面口縁部横ナデ，胴部へラケズリ。

脚部横ナデ。

内面横ナデ。

ﾀﾄ面口縁部横ナデ，肩部横方向へラケズリ。

胴部縦方向へラケズリ。

内面ナデ。

ＨＨ－３号住居

74-1 

75-1 

7５－２ 

7５－３ 

土師器

嚢

土師器

坏

土師器

坏

土師器

坏

2１．３ 

1１．５９．４５３．６５ 

1２．０１０．１５３．５５ 

13.4（9.2）３．１ 

カマド周辺

床面

床面

一括

①砂粒を多く含

む②酸化③燈色

④上半部のみ

①わずかに砂粒

を含む②酸化③

褐色④完形

①砂粒をわずか

に含む②酸化③

褐色④ほぼ完形

①砂粒を含む

②酸化③褐色

④％ 

ﾀﾄ面口縁部横ナデ指頭押え，肩部横方向のへラケズリ，胴

部縦方向へラケズリ。

内面へラナデ。

外面横ナデ，底部へラケズリ。

内面横ナデ。

内面底部に「長｣，外面底部に「中」の墨書有り。

外面横ナデ，底部へラケズリ。

内面横ナデ。

外面横ナデ，胴部無調整，底部へラケズリ。

内面ナデ。内外面に「ｎ」の墨書有り。

Ｃ区土壌 7７－１ 

土師器

坏 １２．２８．０３．５ 

埋土内

①砂粒を含む

②酸化③赤褐色

④％ 

外面口縁部横ナデ，底部へラケズリ。

内面ナデ。
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図 Nｕ 残存状態 全長 刃部 茎部 目釘穴

第６図 ２ 刃～茎 (40.65） (34.85） (５．８） 

第23図 ４ 刃～茎 (5４ 45） (4８ 25） (６ 2） 

５ 〃 (6７ ６） (6１ ４） (６ 2） 

第44図 １ 刃～茎 (3８ ７） (3３ ７） (５ o） 

第48図 ８ 刃～茎 (3７ ４） (3７ ４） (’ 8） 

図 NOL ａ ｂ Ｃ 。
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図 No. 残存状態
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ａ ｂ 

内径（c､）

Ｃ 。
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第18図 ２ 
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